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願
人 
名
主 

弥
市 

 

一
当
村
続
東
之
原
武
蔵
野
入
会
野
之
内
東
ハ
壱
本
榎
南
北
限 

 

南
ハ
玉
川
御
上
水
際
迄
、
北
ハ
山
口
領
江
戸
道
限
西
ハ
小
川
新
田
村 

 

境
迄
之
間
、
芝
地
凡
百
六
拾
町
歩
程
之
場
所
開
発
奉
二 

 

願
上
一
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一
右
場
所
被
二 

仰
付
一

被
二

下
置
一

候
ハ
ヽ
三
ヶ
年
之
内
不
レ

残
開
発
仕 

 

御
検
地
申
請
御
年
貢
諸
役
急
度
相
勤
可
レ

申
候
、
開
発 

 

三
ヶ
年
之
間
ハ
壱
ヶ
年
ニ
金
子
弐
拾
両
宛
為
二

芝
御
年
貢
一 

 

上
納
可
レ

仕
候 

一
右
場
所
之
儀
ハ 

当
小
川
新
田
敷
地
古
来
ハ
武
蔵
野
ニ
而 

 

四
方
五
里
七
里
を
隔
村
離
ニ
而
、
就
中
箱
根
ヶ
崎
ゟ
田
無
村
迄 

 

五
里
之
間
野
中
ニ
而
寒
暑
風
雨
之
節
ハ
往
来
之
人
馬
殊
外 

 

及
ニ

難
儀
一

、
殊
更
其
節
ハ
御 

城
中
御
用
之
御
白
土
成
木
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ゟ
出
候
而
夥
敷
御
伝
馬
附
送
り
申
道
筋
ニ
御
座
候
、
依
レ

之
拙
者 

祖
父
九
郎
兵
衛
六
十
七
年
以
前
明
暦
弐
申
年
当
小
川
新
田
開 

発
願
上
候
節
、
西
ハ
玉
川
御
上
水
と
野
火
留
水
道
堀
分
ケ
ゟ 

東
ハ
壱
本
榎
迄
之
間
御
新
田
被
二 

仰
付
一

被
二

下
置
一

候
ハ
ヽ
早
速 

御
百
姓
有
付
、
右
御
白
土
御
伝
馬
諸
役
遅
滞
な
く
急
度 

相
勤
可
レ

申
旨
奉
二

願
上
一

候
得
者
早
速
被
二 

仰
付
一

九
郎
兵
衛
ゟ 

父
市
郎
兵
衛
迄
及
二

弐
百
軒
一

新
百
姓
を
有
付
、
高
六
百
七
拾
石
余 

開
発
仕
候
、
相
続
キ
段
々
壱
本
榎
迄
開
発
仕
御
検
地
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二

申 
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所
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右
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候
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野
附
村
々
馬
草
場
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御 

公
事
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及
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一
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候
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付
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兄
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市
幷
拙
者
迄
此
原
之
間
御
新
田
度
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被
レ

為
二 

仰
付
一
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ヽ
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レ
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委
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上
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一
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以
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［
用
語
］ 

入
会
野
…
入
会
地
。
一
定
地
域
の
住
民
が
特
定
の
権
利
を
以
て
、
一
定
の
範
囲
の
森
林
・
木
材
・
薪
炭
・
馬
草
等
を
採
取
す
る
な
ど

共
同
利
用
し
た
場
所
。 

就
中

な
か
ん
づ
く

…
と
り
わ
け 

白
土
…
石
灰
。
壁
な
ど
建
築
の
塗
料
と
な
る
材
料
。 

馬 ま

草 ぐ
さ

…
馬
の
飼
料
と
す
る
草
。 

公
事
…
訴
訟 

夥
敷
…
お
び
た
だ
し
く 

  

［
解
説
］ 

 

今
回
は
享
保
七
年
九
月
、
小
川
村
の
名
主
弥
市
が
新
田
開
発
を
願
い
出
た
際
の
史
料
で
す
。
開
発
の
範
囲
は
、
本
村
の
小
川
村
か 

ら
東
の
一
本
榎
（
現
熊
野
宮
）
ま
で
、
南
は
玉
川
上
水
ま
で
、
北
は
江
戸
街
道
（
現
東
京
街
道
）
ま
で
の
百
六
十
町
ほ
ど
。
三
年
以 

内
に
開
発
を
し
、
最
初
の
三
年
間
は
一
年
に
金
子
二
十
両
ほ
ど
芝
年
貢
を
上
納
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
来
の
武
蔵
野
は 

箱
根
ヶ
崎
か
ら
田
無
ま
で
の
五
里
の
間
原
野
で
、
人
馬
は
寒
暑
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
難
儀
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
は
江
戸
城
に
運 

搬
す
る
白
土
の
通
り
道
で
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
た
め
、
見
兼
ね
た
祖
父
九
郎
兵
衛
が
開
発
を
願
い
出
た
と
説
明
を
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
川
村
開
発
当
初
か
ら
一
本
榎
ま
で
の
開
発
を
許
可
さ
れ
て
い
た
の
に
御
用
石
灰
の
伝
馬
継
な
ど
が
忙
し
く
開
発
が
進
ま 

な
い
う
ち
、
武
蔵
野
の
境
界
が
決
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
地
の
開
発
は
、
父
市
郎
兵
衛
、
兄 

九
市
、
私
弥
市
と
代
々
に
亘
る
悲
願
な
の
で
、
聞
き
入
れ
て
下
さ
れ
ば
有
難
い
、
と
願
書
は
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
訴
え 

は
幕
府
に
受
理
さ
れ
、
小
川
新
田
は
開
発
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

 

次
に
文
字
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
表
題
の

「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
は
、
臨
時
号

（
古
文
書
か
ら
見
る
ア
ウ
ト
ロ
ー
）
で
出
題
し
た 

「
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で

す
。
「
乍
恐
以
書
付
」
は
江
戸
時
代
の
上
達
文
書
（
身
分
の
低
い
者
が
、
領
主
、
代
官
な
ど
身
分
の
高
い
者
に
意
見
す
る
事
）
の
定

型
文
で
す
。

「
乍
」
は 

「
左
」
に
酷
似
し
て
い
ま
す
。「
乍
恐
」
と
セ
ッ
ト
で
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
迷

っ
た
と
き
は
、
前
後
の
文
字
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
今
回
は 

「
東
」

「
西

「
南
」

「
北
」
が
揃
い
ま
し
た
の

で
、
こ
の
機
会
に
覚
え
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

「
東
」
は

「
原
」

「
車
」
に
も
よ
く
似
て
い
ま
す
。

「
北
」
は 

「
小
」
と
間
違
え
や
す
い
で
す
が
「
北
」
は
点
の
画
数
が
多
く
な
り
ま
す
。
以
前
村
明
細
最
終
回
で
登
場
し
た

「
品
」
の
脚
部

と
ほ
ぼ
一
緒
で
す
。
ま
た
、
今
回
は 

「
置
」、

「
残
」、

「
發
（
発
）」、

「
両
」、

「
道
」
と
、
特
徴
の

あ
る
く
ず
し
字
が
た
く
さ
ん
登
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
頻
出
語
句
で
す
か
ら
、
し
っ
か
り
覚
え
ま
し
ょ
う
。「
両
」
は
、
四
行
後

に
出
て
く
る

「
雨
」
や

「
南
」
に
も
近
似
し
て
い
ま
す
。

「
候
」
も
こ
の
表
記
は
初
め
て
で
す
が
、
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 


